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近畿地区協議会2026年度調査研究事業

Agentic AI 研究会について
～医業経営コンサルタントの未来を創る～

兵庫県支部継続研修

日時＝2026年5月7日（木） ３コマ目（15：30～16：00）

場所＝兵庫県中央労働センター 203 号室

兵庫県神戸市中央区下山手通 6 丁目 3-28

近畿地区協議会 Agentic AI 研究会 主任研究員 小川 敏治
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1.背景

日本を「世界で最もAIを開発・活用しやすい国」に！

出典：佐藤仁「「世界で最もAIを開発・活用しやすい国」とは―高市早苗首相の所信表明演説にみる日本のAI戦略」(公開：2025/11/1(土) 6:01)、 yahooニュー
ス、https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/234b88b622c0e345a781cf8fae966e60420ac6d5、 アクセス 2026.04.05

1. 2025年10月24日に行われた高市早苗首相の所信表明演説にお

いて、高市早苗氏は日本を「世界で最もAIを開発・活用しやすい国」

にするという目標を掲げた。

2. この発言は、単なる政策スローガンではなく、日本が今後どのような

国家戦略の下で人工知能（AI）を社会の中核に位置づけていくのか

を示唆するものである。

3. AIの進展は、もはや技術革新の枠を超え、社会制度や経済構造、さらには安全保障の在り方 にまで影

響を及ぼしている。

4. AIを単なる効率化の手段ではなく、社会の信頼や人間中心の価値観の中で発展させるという方向性で

ある。

概 要名 称役割・位置づけ

AI技術の推進に関する基本理念を定め、国、地方公共
団体、研究開発機関、事業者、国民の責務を明確にする
ための「根拠」となる法律。

○人工知能関連技術の研究開
発及び活用の推進に関する
法律（AI法）

根 拠 法

AI法に基づき、政府が中長期的に取り組む具体的な施
策をまとめたもの。

○
人工知能基本計画基本計画

AIを利用・開発する際の倫理性や安全性を確保するた
めの具体的な「行動指針」。
人権尊重や透明性の確保など、適正な活用のための詳
細な基準を定めている。

○

○

人工知能関連技術の研究開
発及び活用の適正性確保に
関する指針

指 針
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1.背景

(1)日本のAI戦略

1. 日本のAI政策は、「根拠法」⇒「基本計画」 ⇒ 「指針」の３階層構造。

2. これらは一体となって、日本における 「信頼できるAI」の普及 と 国際競争力の向上 を目指す枠組

みを構成している。
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1.背景(1)日本のAI戦略①人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律（ＡＩ法）

Copyright hathor inc.  All Rights Reserved.出典：内閣府「人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律（ＡＩ法）概要」、 https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_hou_gaiyou.pdf 、 アクセス 2026.04.05

5

1.背景(1)日本のAI戦略②人工知能基本計画

Copyright hathor inc.  All Rights Reserved.出典：内閣府「人工知能基本計画の概要」、https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_plan/aiplan_g_20251223.pdf 、 アクセス 2026.04.05

2024年2月14日に独立行政
法人情報処理推進機構（IPA）
に事務局を設置

後述の「（3）AIと人間の最適
な協働・共創・共生モデル（仮
説）」で解説。
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1.背景(1)日本のAI戦略③人工知能関連技術の研究開発及び活用の適正性確保に関する指針

Copyright hathor inc.  All Rights Reserved.出典：内閣府「人工知能関連技術の研究開発及び活用の適正性確保に関する指針の概要」https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_guideline/ai_gl_2025g.pdf、 アクセス 2026.04.05

7

出典：自民党「【概要版】AI・web3小委員会「AIホワイトペーパー2.0〜AI駆動型国家への構造転換〜（案）」（2026年4月23日） より抜粋、
https://note.com/api/v2/attachments/download/7976649329f63a2a75798efcc78427cd 、アクセス：2026.04.25

1.背景

AIホワイトペーパー2.0「AI駆動型国家への構造転換」（案） ～ あらゆる組織へ ～
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出典：自民党「【概要版】AI・web3小委員会「AIホワイトペーパー2.0〜AI駆動型国家への構造転換〜（案）」（2026年4月23日） より抜粋、
https://note.com/api/v2/attachments/download/7976649329f63a2a75798efcc78427cd 、アクセス：2026.04.25

1.背景

AIホワイトペーパー2.0「AI駆動型国家への構造転換」（案） ～ あらゆる労働者へ ～

9

出典：公益社団日本医業経営コンサルタント協会 Agentic AI 研究会 主任研究員 小川敏治「生成AI、AIエージェント、エージェンティックAIについて」（2025.12.21）より抜粋し
追記。 https://hbs.one.ne.jp/jahmc-ai/ アクセス 2026.03.30

エージェンティックAIAIエージェント生成AI

複雑な目標の自律的達成特定タスクの自動実行コンテンツの生成・回答主な目的

自律的・継続的
（状況を判断し調整）

能動的
（タスクを遂行）

受動的
（プロンプトに応答）

動作の性質

複数のエージェント + 計画・改善ループモデル + 外部ツール利用学習モデル（LLMなど）構成要素

未知の状況への適応・推論設定された業務フロー一問一答行動の範囲

戦略を考え実行する組織/責任者指示された仕事をこなす部下知識豊富な執筆者例えるなら

患者の入退院プロセス、緊急搬送状況、
スタッフの配置データを統合・分析し、患
者需要を予測し、最適な病床運用や施設
基準管理を自律的にシミュレーションして
提案・実行。（Human-in-the-Loop）

指示した複数段階のタスク
（ファイル整理→データ分析→
資料作成等）を遂行。

ChatGPTとのチャット具体例

1.背景

AIの急速な進化（その１）

 AIの技術は、「情報を生み出す一問一答の段階」から「自律的にタスクを完結させる段階」、さらに、「複数のエ

ージェントが状況を判断し調整・連携し、複雑な目標の自律的達成させる段階」へと急速にシフトしている。
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1.背景

AIの急速な進化（その２）

出典：アクセンチュア株式会社 データ & AIグループ日本統括 AIセンター長 保科学世「「未来のシナリオ2030」 〜生成AIが拓く企業全体の再創造〜 」（2026.01.27）

 人間が前提の業務フロー ⇒ AIが前提の業務フロー に変える。

 AIでできるか否かではなく、 人間がやるべきかどうかが、重要な業務変革ポイントであり、

「成長するための組織設計」の要諦である。
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1.背景

AIの組織実装

出典：アクセンチュア株式会社 データ & AIグループ日本統括 AIセンター長 保科学世「「未来のシナリオ2030」 〜生成AIが拓く企業全体の再創造〜 」（2026.01.27）

 複数のAIエージェントが状況を判断し調整・連携し、 人間による判断 又は 介入 により、

複雑な目標を自律的に達成する組織の在り方（例）。 Human-in-the-Loop Human-on-the-Loop

AIと人間の最適な協働・共創・共生
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出典：公益社団日本医業経営コンサルタント協会 Agentic AI 研究会 主任研究員 小川敏治「（仮説）AIと人間の最適な協働・共創・共生モデル（AIと人間の共生が拓く、次世代の知識創造スパ
イラル）～野中郁次郎氏のSECIモデルを再構築する「協働・共創・共生」の新パラダイム～」（2025.12.18）より抜粋し追記。 https://hbs.one.ne.jp/jahmc-ai/ アクセス 2026.03.30

【暗黙知】

【形式知】

経営学者 野中郁次郎氏らが、1995年に提唱した

知識創造の普遍的フレームワーク「SECIモデル」

1.背景

知識創造の普遍的フレームワーク「SECIモデル」
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1.背景

SECIモデルは、AIという「インフラ」を得て、新たな次元へと進化

①

②

③

④

①

② ③

④

【暗黙知】

【形式知】

人間

AI
主役：人間

共創：人間＆AI

協働：AI

共生：AI＆人間

出典：公益社団日本医業経営コンサルタント協会 Agentic AI 研究会 主任研究員 小川敏治「（仮説）AIと人間の最適な協働・共創・共生モデル（AIと人間の共生が拓く、次世代の知識創造スパ
イラル）～野中郁次郎氏のSECIモデルを再構築する「協働・共創・共生」の新パラダイム～」（2025.12.18）より抜粋し追記。 https://hbs.one.ne.jp/jahmc-ai/ アクセス 2026.03.30

共生（Symbiosis）
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1.背景

AIが駆動する、より速く、より高次元への「知識創造スパイラル」

 Alは、形式知ゾーンを劇的に高速化させるターボエンジンの役割を果たし、不眠不休で稼働。

 暗黙知ゾーンは、人間が握っている。

 AIと人間の最適な協働・共創・共生により、知識創造をスパイラルアップ。

組織の価値創造の「（量の拡大）×（質の向上）」。

【暗黙知】

【形式知】

人間

AI

出典：公益社団日本医業経営コンサルタント協会 Agentic AI 研究会 主任研究員 小川敏治「（仮説）AIと人間の最適な協働・共創・共生モデル（AIと人間の共生が拓く、次世代の知識創造スパ
イラル）～野中郁次郎氏のSECIモデルを再構築する「協働・共創・共生」の新パラダイム～」（2025.12.18）より抜粋し追記。 https://hbs.one.ne.jp/jahmc-ai/ アクセス 2026.03.30
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1.背景

規模や業種業態にかかわらず、すべての組織に対して

出典：総務省「「AI事業者ガイドライン」掲載ページ」、https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ai_network/02ryutsu20_04000019.html、アクセス 2026.04.05

 Alは、単なるツールではなく、もはや技術革新の枠を超え、社会制度や経済構造、さらには経済安全保障の在

り方にまで影響を及ぼしている。

 労働供給制約社会に向けて、規模や業種業態にかかわらず、すべての組織は、「 AI＝新しいインフラ」 とし

て捉え、 AIガバナンスを構築・運用し、AI社会に向けた継続的変革「AIと協働する」ことが求められる。

① AIの組織実装において、最も高い壁は技術ではなく、組織の風土（暗黙のルール、感情・雰囲気（情緒的文化）」など）や人間

の心理的な抵抗（現状維持バイアス）である。

② 経営者・社員のマインドセット変革、トップダウン（経営層のコミットメント）＆ボトムアップ（現場の創意工夫）のハイブリッド

（車の両輪）は不可欠な要素である。

この包括的なアプローチが欠けている場合、AI導入は単なる流行に終わり、持続的な成果に結びつかない。
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1.背景

（2）なぜ、今、「AI」なのか？

出典：リクルートワークス研究所Works Report2023「未来予測2040」（2023年3月28日発行）より抜粋し追記

全業種の共通課題

機械化や自動化、AIを含む

DXなどを通じた生産性向上に

より、少ない人財でこれまで以

上のパフォーマンスを生み出

していくことが生き残りの条

件となる。

1. 労働供給制約社会 の到来

17Copyright hathor inc.  All Rights Reserved.

2. ソブリンクラウド*1（データ主権、システム主権、運用主権）

 海外のクラウドやAIモデルへの過度な依存 を脱却し、データ主権（機密情報の保護）と技術的自律

性を確保することで、経済安全保障や自国の文化・言語に適合したAI開発・利活用を目指す。

出典：さくらインターネット株式会社、配布資料「Al開発から活用までを国内で完結、さくらインターネットが提供する AIサービスの全体像と選び方」のP9「日本のAI環境と課題」より抜粋

1.背景

（2）なぜ、今、「AI」なのか？

*1.ソブリンクラウド＝データやシステムを国内（または指定地域）の法律や規制下で管理・運用し、他国からの法的な介入やデータへのアクセスを防ぐ、高いセキュリティとデータ主権
を持ったクラウドサービス（データ主権＝クラウド上に保存されているデータの所有権と管理権を保持すること。 システム主権＝クラウドを構成するソフトウェアやハードウェア、OS
に関する自律性と継続性を確保すること。運用主権＝クラウドサービスの運営や管理に関する決定権と透明性を確保すること。）

*2.出典：経産省「GENIAC（生成AI基盤構築支援事業）」、https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/geniac/index.html、 アクセス 2026.04.05

国の施策、例えば、経産
省「GENIAC（生成AI基
盤構築支援事業）」*2など
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1.背景

ガバメントクラウド

出典：デジタル庁「ガバメントクラウド対象クラウドサービスの決定」(2026年3月27日)から抜粋し追記、 https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d6b5753c-
c4eb-4ee6-92d0-21b3fa945a82/8bcd22f0/20260327_policies_gov_cloud_outline_01.pdf、 アクセス 2026.04.05

*1.さくらインターネット株式会社のクラウドサービスの商標名称。https://cloud.sakura.ad.jp/ 、アクセス 2026.04.05

 国及び自治体の行政サービスを標準化・効率化を目的とした政府共通のクラウド基盤。

 根拠法 「情報通信技術を活用した行政の推進等に関する法律」（デジタル行政推進法）

ソブリン
クラウド

*1
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出典：内閣府・経済産業省「第1回AI・半導体WG事務局説明資料（2026年2月12日）」内の基礎資料「 12/23 第14回半導体・デジタル産業戦略検討会議資料」から抜粋し追記

1.背景

バーティカルAI（業界特化型AI）



出典：NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構）「「日本語版医療特化型LLMの社会実装に向
けた安全性検証・実証」に係る公募について」（2025年2月5日）から抜粋し追記、
https://www.nedo.go.jp/koubo/CD2_100392.html、 アクセス 2026.04.05
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1.背景

日本語版医療特化型LLMの社会実装に向けた安全性検証・実証

ソブリン
クラウド

出典：NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構）「「日本語版医療特化型LLMの社会実装に向
けた安全性検証・実証」に係る実施体制の決定について 」（2025年4月23日）から抜粋し追記、
https://www.nedo.go.jp/koubo/CD3_100392.html、 アクセス 2026.04.05

 SIP第3期を発展させ、複数の医療機関の電子カルテシステムと連携して動作するLLMエージェントとその安全性を評価する仕組みの構築を目指す。

→ 「さくらのクラウド」

NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構）

 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP第3期）

「統合型ヘルスケアシステムの構築における生成AIの活用」

 ２０２４年度 テーマ 1-2

日本語版医療 LLM の開発ならびに臨床現場における社会実装検証

出典：内閣府・科学技術・イノベーション推進事務局「戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)統合型ヘルスケアシステムの構築社会実装に向けた戦略及び研究開発計画」（２０２４年10月3日）から抜粋し追記
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出典：厚生労働省保険局医療課「令和８年度診療報酬改定について」から抜粋し追記

1.背景

医療機関の人員配置基準の柔軟化（その１）
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出典：厚生労働省保険局医療課「令和８年度診療報酬改定について」から抜粋し追記

1.背景

医療機関の人員配置基準の柔軟化（その２）
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1.背景

我々、医業経営コンサルタントは？ （1/3）
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 医療機関は、医療DXの一環としてAI導入を加速。

 勤務環境改善は、従来の「人から人へのタスクシフト（他職種への業務移管）」から、AIや自動化技術を活用した「人か

らAIへのタスクシフト」へ、明確なフェーズ・チェンジ（変革）を迎えている。

 コンサルタント業務のうち、机上調査、データ分析、資料作成（提案書や報告書）などの知識集約的な作業は、AIの最

も得意とする領域であり、代替・自動化が始まっており、我々の専門性と価値が急速に陳腐化する。

 支援先の医療機関のAl利活用の現場を理解できなければ、的確なコンサルティングは不可能になり、我々は「導く側」

から「教えられる側」に転落しかねない。

1.背景

我々、医業経営コンサルタントは？ （2/3）

25

1.背景

我々、医業経営コンサルタントは？ （3/3）
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２．目的、目標

 目的

このような状況を打破すべく、チェンジ・マインドセット「脅威を機会へ、追随者から主導者へ」を御旗に、AI時代に医業経

営コンサルタントが生き残り、医療機関に新たな価値を提供し続けるべく、国内基盤AI環境（Secure LLM*1＋RAG*2）

を利活用した「医業経営コンサルタントAIエージェント」の研究を通じて、AI利活用による変革の実践知を獲得すること

を目的に、会員同士が互いに切磋琢磨する場を提供する。

 目標

医業経営コンサルタント業務フローの内、AIに置き換わるプロセスを特定し、ノーコード/ローコード開発により「医業経

営コンサルタントAIエージェント」のプロトタイプを創り、自らの業務を実験台に「人からAIへのタスクシフト」を研究する。

*1.LLM （Large Language Model ）＝大規模言語モデル
*2.RAG（検索拡張生成：Retrieval-Augmented Generation）＝LLM（大規模言語モデル）が回答を生成する際に、外部データベースや社内文書から関連情報を検索し、その情報に基

づいて回答を生成する技術。最大の特徴は、AIのハルシネーション（嘘）を軽減し、最新情報や独自データに基づく正確で信頼性の高い回答を得られる点である。
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３．基本方針
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４．体 制
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４．体 制

外部有識者、技術スタッフ

区　分 種　別 氏名（敬称略） 所　属

技術系 高木　良平 さくらインターネット株式会社　AI事業推進室

岡本　和也
フィッティングクラウド株式会社（出資：京大オリジナル㈱30%、㈱ファインデックス70%）
代表取締役　CEO　 (京都大学医学部附属病院　元准教授)

法曹系 福本　洋一
弁護士法人 第一法律事務所　パートナー弁護士
システム監査技術者、公認システム監査人

技術スタッフ 技術系 井澤　隆博
イレブンポイント（個人事業主登録）
協同組合インフォメーションテクノロジー関西　理事

外部有識者 学術系
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４．体 制

研究員（近畿地区の個人正会員）

 近畿地区以外の支部の会員は、オブザーバーとしてSlack＆Zoomミーティング（月次研究会含む）に参加可。

 ゲスト（非会員）は、新規会員獲得の誘導手段の一つとして、近畿地区協議会の審議・承認に基づいて、月次研究会（Zoomミーティング）に一

時的な体験参加可。
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４．体 制

会議体

1.月次研究会（全体会議 1回／月）

 Zoomミーティング 毎月第2土曜 1000〜1200 にて、当研究会全体の計画や進捗状況、課題認識のすり合わせを

行う。

 但し、3か月に1回はハイブリッド（リアル参加＝研究員、Zoom参加＝研究員以外）

2. Team検討会

 Zoomミーティング （ビジネスプロセス・リエンジニアリングTeam、ナレッジ・マネジメントTeam、AIガバナンスTeamの各

Team単位で任意開催）にて、各々のTeamの計画や進捗状況、課題認識のすり合わせを行う。

３．その他

 AIに関するスキル習得は、本研究会活動及び自己啓発、勉強会などにより、互いのAIスキルを高めることとする。
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５．計画
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５．計画
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https://hbs.one.ne.jp/jahmc-ai/entry.html
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Agentic AI 研究会 Key Concept

Transforming ourselves with Agentic AI

 過去の成功体験が足かせ となる時代において、非効率的あるいは時代遅れになっている既存の価値観、知識体系、経験を

意識的に放棄し、その代わりに新しいものを取り込む余白をつくる。

過去の成功体験に基づく

思考・行動の硬直化

激しい環境変化に適応しながら、

さらなる学習＆成長

 「あらゆる計画や活動を定期的に審査し、有用性が証明されないものを廃棄するようにするならば、創造性は驚くほど刺激され

ていく。」 （出典：P.F.ドラッカー／著、上田 惇生／訳、書籍「経営者の条件 (ドラッカー名著集)」 、ダイヤモンド社（2006年11月10日）より抜粋）

Agentic AI 研究会

Before AI After AI

Transforming 
ourselves with 

Agentic AI

37デジタルバッジ（国際標準規格 (Open Badges)）、https://www.credly.com/users/ogawa/

生成 AI リーダーは、先見性のあるプロフェッショナルであり、生成 AI がどのように

企業を変革するかについて包括的に理解しています。Google Cloud の生成 AI サー

ビスに関するビジネスレベルの知識を有しており、Google の AI ファーストのアプ

ローチにより、革新的で責任ある AI を組織が導入できることを理解しています。

Google Cloud のエンタープライズ対応サービスを利用して、 生成 AI を活用する取

り組みに影響を与え、 さまざまなビジネス部門や業界における機会を特定し、イノ

ベーションを加速します。この認定資格は、実践的な技術経験の有無を問わず、あ

らゆる職務のすべての方を対象としています。

認定登録 医業経営コンサルタント
Agentic AI 研究会 主任研究員
Generative AI Leader Certification

公認システム監査人
公認情報セキュリティ監査人
情報セキュリティマネジメントシステム審査員補

プライバシーマーク主任講師
プライバシーマーク主任審査員


